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1. はじめに

周波数利用効率を向上する技術として，全二重無線通

信が注目されている[1], [2]．全二重無線通信では，基地局
（eNB）とユーザー端末（UE）が同一周波数かつ同一時刻

で送受信を行う．この場合，eNBにおいては上り回線の UE

からの受信信号に下り回線の eNB からの自己干渉（Self-

interference; SI）を除去する必要がある． 

本稿では，SI のチャネル推定用パイロット信号を用いた
自己干渉補償器（SI Canceller）を提案し，その改善効果に

ついて考察する． 

2. SI Canceller

図 1 に，SI Canceller 用いた伝送路モデルを示す．下り

回線において，eNBの送信機に送信アンテナと受信アンテ
ナ間で発生する SI のチャネル推定用のパイロット信号

（Pilots A）を挿入する．このパイロット信号を基に eNB の受
信機に設けたSI Cancellerにより SIを除去する．この場合，

上り回線における UE の希望信号のチャネル推定用パイロ

ット信号（Pilots B）とは異なるものとする．
送受信機間の無線区間は距離が短く見通しが良いためフ

ラットフェージングとする．

3. シミュレーション諸元及び結果
表 1にシミュレーション諸元を示す．変調方式にはQPSK，

1024-QAM を用い，OFDM 信号を構成するサブキャリア数

は 1200，SIのチャネル推定用のパイロットサブキャリア数は
8 とした．SIが発生する無線区間のフラットフェージングは，

ライス係数 K=1 のライスフェージングで生成し，最大ドップ
ラー周波数（MDF）は 1 Hz，15 Hz とした．図 2に UEの希

望信号に対する SNR対 BER特性を示す．

QPSK を用いた場合，SI Canceller により SI は完全に除
去され，SI を加えない BER 特性と同じになることが確認で

きた．1024-QAM を用いた場合， MDF=1 Hz の条件では
SI Canceller により SI は完全に除去され，SI を加えない

BER 特性と同じになることが確認できた．しかし，MDF=15 

Hzの条件では BER特性は劣化し BER=10-4を満足できな
い．これはチャネル推定精度の不完全性に起因していると

思われる． 

4. おわりに
本稿では，SI のチャネル推定用パイロット信号を用いる

SI Canceller を提案した．QPSK，1024-QAM を用いた

OFDM 信号の BER 特性を評価した結果，提案技術により
SIを除去できる見通しを得た． 
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図 1 SI Canceller を用いた伝送路モデル 

表 1 シミュレーション諸元 

図 2 SNR対 BER特性 
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